
参
加
し
た
会
員
は
放
水
ま
で
の
手
順
を
確
認
し
な
が
ら

訓
練
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
12
月
１
日
、
角
館
町
の
武
家
屋
敷
通
り
で
火
災

を
想
定
し
た
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
訓
練

は
、
仙
北
市
教
育
委
員
会
や
角
館
北
地
域
自
主
防

災
会
、
角
館
伝
建
群
保
存
地
区
の
町
並
み
を
守
る

会
が
５
年
ぶ
り
に
実
施
、
同
会
員
や
角
館
消
防
署

な
ど
約
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
河
原
田
家
か
ら
出
火
し
た
と
い
う
想
定
で
自
動

火
災
報
知
器
が
鳴
り
響
く
と
、
各
会
員
は
同
家
と

隣
の
小
田
野
家
の
周
囲
に
設
置
さ
れ
て
い
る
放
水

銃
に
そ
れ
ぞ
れ
配
置
、
手
際
よ
く
準
備
し
屋
根
に

向
か
っ
て
一
斉
に
放
水
し
ま
し
た
。

　
放
水
に
よ
る
訓
練
終
了
後
に
は
、
角
館
消
防
署

に
よ
る
水
消
火
器
訓
練
が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
会

員
ら
は
訓
練
用
に
準
備
さ
れ
た
火
に
向
か
っ
て
実

際
に
消
火
活
動
を
行
い
、
防
災
の
意
識
を
高
め
て

い
ま
し
た
。

武家屋敷の火災を想定し訓練

　

令
和
元
年
秋
の
叙
勲
の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
仙
北
市
か
ら

は
次
の
方
々
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
。（
※
年
齢
は
受
章
時
を
掲
載
）

秋
の
叙
勲

及 川 克 三 さん
（72 歳　角館町雲然）

（警察功労）

　

元
警
察
官
。
昭
和
41
年

３
月
に
警
視
庁
警
察
官
を

拝
命
。
以
後
、
平
成
16
年

３
月
ま
で
機
動
隊
で
の
治

安
警
備
や
警
察
学
校
で
の

新
人
警
察
官
の
指
導
の
ほ

か
、
少
年
犯
罪
の
取
締
り

な
ど
の
職
務
に
従
事
。
地

域
の
治
安
維
持
や
防
犯
活

動
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

瑞宝単光章

加 古 信 夫 さん
（61 歳　角館町上菅沢）

（防衛功労）

　

元
陸
上
自
衛
隊
２
等
陸

佐
。
昭
和
52
年
３
月
に
陸

上
自
衛
隊
に
入
隊
。
以
後
、

平
成
25
年
４
月
ま
で
学
生

や
幹
部
の
教
育
に
従
事
し

た
ほ
か
、
国
の
防
衛
や
防
災

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

同
年
か
ら
平
成
31
年
３
月

ま
で
仙
北
市
危
機
管
理
監

と
し
て
市
の
防
災
業
務
に

従
事
さ
れ
ま
し
た
。

瑞宝双光章

（消防功労）

　

元
仙
北
市
消
防
団
副
団

長
。
昭
和
55
年
角
館
町
消

防
団
に
入
団
。
平
成
26
年

か
ら
平
成
29
年
ま
で
副
団

長
と
し
て
活
躍
。
入
団
よ

り
、
37
年
間
の
長
き
に
わ

た
り
地
域
の
防
火
・
防
災

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
住
民

の
安
全
・
安
心
の
た
め
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

瑞宝単光章

林 崎 久 さん
（70 歳　角館町雲然）

左から角館祭りのやま行事実行委員会の石橋正則副実行委員長、細川観光商工部長、
JR 東日本秋田支社の木村英明支社長、（一社）田沢湖・角館観光協会の安藤大輔副会長、
角館祭りのやま行事実行委員会の今野則夫実行委員長、（一社）田沢湖・角館観光協
会の佐藤和志会長、同協会の桑島功専務理事。

　12 月 4 日、仙北市観光情報センター「角
館駅前蔵」で JR 東日本秋田支社（木村英明
支社長）より、角館祭りのやま行事実行委員
会（今野則夫実行委員長）に、感謝状と記念
品が贈られました。
　この感謝状は、9月8日、JR東日本のクルー
ズトレイン「TRAIN SUITE 四季島」の乗客
に同実行委員会が角館祭りのやま行事を解
説、桟敷席を設けて観光用のやまぶっつけを
披露するなど、そのおもてなしが沿線の魅力
発信に貢献したとして贈られました。
　角館祭りのやま行事実行委員会の今野則
夫実行委員長は「乗客の皆さんには、やま
ぶっつけの迫力を体感していただいた。今後
もたくさんの方に角館のお祭りに来ていた
だけるよう魅力を伝えていきたい」と話しま
した。

角館祭りのやま行事実行委員会に

JR 東日本秋田支社が感謝状

防災
訓練

角
館

が
た
り

冬

　

か
く
の
だ
て
歴
史
案
内
人
組
合
が
武
家
屋
敷

「
岩
橋
家
」
で
毎

年
開
催
し
て
い
る
「角
館
冬
が
た
り
」
が
今
冬
も
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
角
館
冬
が
た
り
は
、
か
く
の
だ
て
歴
史
案
内
人
が
語
り
べ

と
な
り
、
観
光
客
な
ど
に
角
館
の
歴
史
や
四
季
、
冬
の
暮
ら
し

ぶ
り
な
ど
を
語
る
冬
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

12
月
１
日
の
開
催
初
日
に
は
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
、
囲
炉

裏
を
囲
み
な
が
ら
、
歴
史
案
内
人
・
戸
澤
嗣
郎
さ
ん
の
話
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

同
組
合
の
田
村
雄
幸
組
合
長
は

「
訪
れ
た
方
が
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
に
案
内
人
そ
れ
ぞ
れ
が
語
り
の
工
夫
を
し
て
い
る
。

今
後
は
、
減
少
傾
向
に
あ
る
案
内
人
の
数
を
増
や
す
と
と
も
に
、

外
国
人
観
光
客
向
け
に
外
国
語
に
対
応
で
き
る
体
制
に
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

冬
が
た
り
は
３
月
31
日
ま
で
開
催
中
で
す
。
毎
週
金
・
土
・
日
、

祝
日
、
振
替
休
日
、
正
月

（
１
月
１
日
〜
２
日
）
の
11
時
30
分
、

13
時
30
分
か
ら
約
30
分
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。

【問合せ】
■仙北市観光情報センター「角館駅前蔵」
　電話　54-2700 ／ FAX　54-1755 
■かくのだて歴史案内人組合
　電話　55-1670 ／ FAX　55-5411

千 葉 勇 さん
（77 歳　田沢湖田沢）

（教育功労）

　

元
角
館
西
小
学
校
長
。
昭

和
41
年
４
月
に
田
沢
小
学

校
に
赴
任
。
以
後
、
平
成

12
年
３
月
ま
で
角
館
西
小

学
校
長
や
県
教
育
庁
南
教

育
事
務
所
仙
北
出
張
所
長

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
退

職
後
は
、
田
沢
湖
町
教
育

長
や
仙
北
市
教
育
委
員
を

歴
任
、
教
育
行
政
の
充
実
・

発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

瑞宝双光章
　　　　旬な情報チャンネル

－地域のわだい－
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11
月
30
日
、
古
城
山
公
園
で
第
３
回
記
念

植
樹
と
し
て
、
ベ
ニ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
10
本
の
苗

木
の
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
植
樹
は
、
角
館
ま
ち
づ
く
り
地
域

運
営
体
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
角
館
里
山
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
共
催
で
、
誕
生
・
結
婚
・
新
築
・

入
学
な
ど
を
記
念
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
う
っ
す
ら
と
雪
が
残
る
中
、
開

会
式
後
に
10
組
の
参
加
者
が
会
員
と
共
に

ベ
ニ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
苗
木
を
こ
の
後
の
成
長

と
里
山
の
再
生
を
願
い
な
が
ら
植
樹
し
ま
し

た
。

きれいな花が咲く光景を思い浮かべながら丁寧に植樹しました。

角
館
里
山
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
私
の
記
念
植
樹
」
が

行
わ
れ
ま
し
た

申
込
・
問
合
せ

仙
北
市
学
習
資
料
館
・
イ
ベ
ン
ト
交
流
館

☎ 

43
‐
３
３
３
３
／
Ｆ
Ａ
Ｘ 

53
‐
2
７
０
１

　

12
月
７
日
、
学
習
資
料
館
で
、「
お

は
な
し
会
う
さ
ぎ
の
み
み
」
と
「
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
in
学
習
資
料
館vol.3

」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
「
お
は
な
し
会
う
さ
ぎ
の
み
み
」
で

は
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
や
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
な

ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。
参
加
し
た
子
ど

も
た
ち
は
、
ひ
と
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス

プ
レ
ゼ
ン
ト
に
目
を
輝
か
せ
て
喜
ん
で

い
ま
し
た
。

　
お
は
な
し
会
終
了
後
の
「
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
in
学
習
資
料
館vol.3

」
で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り
つ

け
が
さ
れ
た
部
屋
で
、
は
っ
ぴ
い
マ
ム

の
皆
さ
ん
と
、
思
い
お
も
い
に
遊
び
ま

し
た
。
こ
の
事
業
は
、
ほ
ん
の
ひ
と
と

き
で
す
が
、
い
つ
も
忙
し
い
お
母
さ
ん

た
ち
に
好
き
な
本
を
読
ん
だ
り
、
雑
誌

を
見
た
り
し
な
が
ら
、
心
安
ら
ぐ
時
間

を
も
っ
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
次
回
の
「
お
は
な
し
会
う
さ
ぎ
の
み

み
」・「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
in
学
習
資
料
館

vol.4

」
は
１
月
11
日
㈯
に
行
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

おはなし会うさぎのみみ・リフレッシュ in 学習資料館 vol.3

おはなし会うさぎのみみの様子。みんな夢中です。 リフレッシュ in 学習資料館 vol.3 でははっぴいマムの皆さんと楽しい時間を過ごしました。

　

田
沢
湖
生
保
内
地
区
に
あ
る
武
蔵
野
児
童
公

園
で
は
、
あ
た
り
を
色
と
り
ど
り
に
染
め
る
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
点
灯
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
武
蔵
野
下
四

町
内
会
（
佐
々
木
保
幸
会
長
）
の
皆
さ
ん
が
２

日
間
に
わ
た
り
足
場
な
ど
を
使
っ
て
設
置
し
ま

し
た
。
武
蔵
野
児
童
公
園
で
は
今
年
で
４
回
目
。

生
保
内
地
域
運
営
体
の
協
力
を
得
て
、
地
域
の

活
性
化
と
住
民
の
憩
い
の
場
を
つ
く
ろ
う
と
の

思
い
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

公
園
内
に
は
、
流
れ
る
よ
う
に
光
る
も
の
や

ツ
リ
ー
、
星
形
な
ど
の
様
々
な
種
類
・
色
の
発

光
ダ
イ
オ
ー
ド
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
電
球
約
１
万
個
で

飾
り
つ
け
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

1
月
12
日
ま
で
の
予
定
で
、
毎
日
17
時
か
ら

22
時
ま
で
点
灯
し
て
い
ま
す
の
で
、
雪
景
色
に

映
え
る
き
れ
い
な
景
色
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

武蔵野児童公園に

イルミネーション

暗闇に浮かび上がる様々な色の光が幻想的な光景を作り出します。

　

12
月
10
日
、
仙
北
警
察
署
で
年

末
年
始
に
多
発
傾
向
と
な
る
各
種

犯
罪
の
防
止
へ
向
け
た
特
別
警
戒

の
出
動
式
が
行
わ
れ
、
若
月
浩
志

仙
北
警
察
署
長
、
橋
本
左
武
郎
仙

北
市
防
犯
協
会
長
ら
市
内
の
防
犯

関
係
者
が
参
加
し
ま
し
た
。
出
動

式
で
は
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
カ
ヌ
ー
・
ス
ラ
ロ
ー

ム
競
技
で
出
場
し
た
佐
々
木
将
汰

選
手
（
万
六
建
設
株
式
会
社
）
に

仙
北
警
察
署
１
日
署
長
の
委
嘱
状

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
々
木
選
手
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
に

は
ル
ー
ル
が
あ
る
。
ル
ー
ル
が
あ

る
か
ら
こ
そ
ス
ポ
ー
ツ
は
盛
り
上

年末年始
特別警戒出動式

が
り
、
選
手
た
ち
は
ル
ー
ル
の
中

で
ト
ッ
プ
を
目
指
す
。
こ
れ
は
普

段
の
生
活
で
も
同
じ
で
、
こ
れ
を

み
ん
な
が
守
る
か
ら
こ
そ
、
安
全

で
安
心
な
暮
ら
し
が
で
き
る
の
だ

と
思
う
。
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
で

ル
ー
ル
を
守
り
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
に
活
動
を
お
願
い
し
た

い
」
と
ア
ス
リ
ー
ト
ら
し
い
激
励

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
関
係
者
は
パ
ト
カ
ー

や
青
色
回
転
灯
装
備
車
で
市
内
を

巡
回
し
な
が
ら
、
ワ
ン
ダ
ー
モ
ー

ル
角
館
店
へ
移
動
。
特
殊
詐
欺
の

チ
ラ
シ
や
啓
発
品
を
配
布
し
、
被

害
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

買物に訪れた方に被害防止を呼びかける佐々木将汰選手。

各種犯罪防止に向けて

　
12
月
7
日
、「
第
５
回
仙
北
市
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
」

が
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
１
８
０
人
を
超

え
る
会
員
、
関
係
者
が
参
加
し
ま
し
た
。
大
会
あ
い

さ
つ
で
仙
北
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
熊
谷
勇
一
郎

副
会
長
は
「
健
康
を
第
一
に
、
今
後
を
過
ご
し
て
い

く
う
え
で
教
養
を
一
つ
で
も
二
つ
で
も
積
ん
で
ほ
し

い
。
そ
し
て
こ
の
活
動
を
通
じ
て
、楽
し
い
仲
間
作
り
、

明
る
く
住
み
や
す
い
地
域
作
り
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
う
」
と
話
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
老
人
ク
ラ
ブ

の
育
成
や
発
展
に
貢
献
し
た
６
個
人
３
団
体
が
表
彰

壇
上
で
あ
い
さ
つ
す
る
熊
谷
勇
一
郎
副
会
長
。

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
。前
列
左
か
ら
伊
東
弘
榮
さ
ん
、

熊
谷
勇
一
郎
さ
ん
、
田
口
圏
治
さ
ん
、
門
脇
操
さ
ん
。

後
列
左
か
ら
佐
藤
清
さ
ん
、
堀
川
吉
直
さ
ん
、
伊
藤

勝
実
さ
ん
、
黒
澤
良
太
郎
さ
ん
、
髙
階
正
男
さ
ん
。

第
５
回

仙
北
市
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

仙
北
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
会
長
表
彰

◆
老
人
ク
ラ
ブ

育
成
功
労
者

堀
川
吉
直

（田
沢
湖
）

髙
階
正
男

（角
館
町
）

伊
藤
勝
実

（西
木
町
）

◆
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

刺
巻
老
人
ク
ラ
ブ

（田
沢
湖
）

中
川
寿
会
ク
ラ
ブ

（角
館
町
）

豊
齢
老
人
ク
ラ
ブ

（西
木
町
）

◆
老
人
ク
ラ
ブ

育
成
従
事
者

田
口
圏
治

（田
沢
湖
）

門
脇
操

（角
館
町
）

伊
東
弘
榮

（西
木
町
）

さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
仙
北
警
察
署
生
活
安
全
課
に
よ
る
、
実
際
に

起
こ
り
う
る
振
り
込
め
詐
欺
の
実
例
を
寸
劇
で
紹
介

し
た
り
、
角
館
駅
前
交
番
署
長
に
よ
る
詐
欺
に
対
す

る
対
処
法
の
講
義
を
笑
い
を
交
え
な
が
ら
行
い
ま
し

た
。

　
最
後
は
か
く
ろ
う
女
声
合
唱
団
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
、

西
木
マ
ロ
ン
ズ
の
会
、
田
沢
湖
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
女
性
部
に
よ
る
踊
り
が
行
わ
れ
、
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－
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仙
北
市
選
挙
管
理
委
員
会
の
佐
藤
透
委
員

（
西
木
町
上
荒
井
）
に
、
11
月
３
日
、
選
挙
関

係
功
労
者
に
対
す
る
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
感
謝
状
は
、
選
挙
制
度
１
３
０
周
年

記
念
に
あ
た
り
、
多
年
に
わ
た
り
民
主
政
治

の
確
立
の
た
め
に
尽
く
さ
れ
、
顕
著
な
功
績

を
挙
げ
ら
れ
た
方
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

佐
藤
委
員
は
、
平
成
17
年
よ
り
選
挙
管
理

委
員
に
就
任
後
、
こ
れ
ま
で
14
年
に
わ
た
り

在
職
さ
れ
て
お
り
、
平
成
27
年
12
月
か
ら
２

年
間
、
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
も
務
め
ら

れ
、
各
種
選
挙
の
管
理
執
行
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

多
年
に
わ
た
り
選
挙
管
理
委
員
と
し
て
選
挙
の
管
理
執
行
に
貢

献
さ
れ
て
き
た
佐
藤
透
さ
ん
。

総
務
大
臣
か
ら

佐
藤
透
さ
ん
に
感
謝
状

選
挙
制
度
１
３
０
周
年

第 59 回郷土民謡民舞全国大会 民舞の部

前列左から高橋翔愛さん、佐藤かおりさん、高橋キヌ子先生、高田真衣子さん、佐川
葵さん。中列左から川越聖音さん、佐々木栞奈さん、佐川和花さん、川越聖来さん。
後列左から草彅正見さん、千葉蓮さん、佐藤敦也さん、熊谷信子さん、柴田美沙緒さん、
藤原美幸さん。

秋田仙北会が
内閣総理大臣賞を受賞

　

12
月
７
日
、
秋
田
仙
北
会

（
佐
藤
敦

也
支
部
長
）
が
郷
土
民
謡
民
舞
全
国

大
会
民
舞
の
部
で
、
前
年
の

「
バ
ラ
エ

テ
ィ
の
部
」
優
勝
に
続
き

「
グ
ラ
ン
プ

リ
の
部
」
で
見
事
優
勝
し
、
内
閣
総
理

大
臣
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
ま
た
、
高
橋

キ
ヌ
子
先
生
が
２
年
続
け
て
優
秀
指
導

者
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

秋
の
日
本
民
謡
民
舞
全
国
大
会
に
も

秋
田
県
代
表
と
し
て
の
出
場
権
を
得
て

お
り
、
秋
田
仙
北
会
の
熊
谷
信
子
会

長
は

「
日
本
の
民
謡
界
の
２
本
の
柱
の

天
辺
に
向
け
て
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
応

援
を
力
に
全
力
で
挑
戦
し
ま
す
」
と
心

新
た
に
力
強
く
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　
ハ
イ
サ
イ
！
初
め
ま
し
て
。
９
月
よ

り
仙
北
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

着
任
し
ま
し
た
、
沖
縄
県
出
身
の
東
風

平
蒔
人
（
こ
ち
ひ
ら
ま
き
と
）
で
す
。

　

２
０
１
５
年
に
国
際
教
養
大
学

入
学
を
機
に
秋
田
で
生
活
を
始
め
、

２
０
１
９
年
８
月
に
卒
業
、
翌
９
月
か

ら
西
木
庁
舎
に
あ
る
農
山
村
体
験
デ
ザ

イ
ン
室
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　
私
の
日
々
の
活
動
も
ぜ
ひ
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す

が
、
今
回
は
な
ぜ
国
際
教
養
大
学
を
卒

業
し
秋
田
に
残
る
こ
と
に
決
め
た
の

か
、
私
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
紹
介
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。

　
私
は
大
学
在
籍
中
か
ら
、
学
生
へ
向

け
た
ネ
パ
ー
ル
の
田
舎
で
の
ス
タ
デ
ィ

ツ
ア
ー
（
発
展
途
上
国
な
ど
で
現
場
の

視
察
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う

旅
行
）
の
企
画
や
、
大
学
寮
を
出
て
地

域
の
古
民
家
で
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
を
し
た

り
す
る
な
ど
、
田
舎
暮
ら
し
を
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
し
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
好

き
で
し
た
。
教
員
志
望
だ
っ
た
私
は
田

舎
体
験
を
活
か
し
た
、
都
会
で
は
真
似

で
き
な
い
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
模
索
し
て
い
ま
し

た
。
就
職
活
動
時
期
に
は
東
京
や
地
元

沖
縄
の
教
育
に
関
わ
る
会
社
に
応
募
も

し
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
折
に
出
会
っ
た

の
が
現
在
の
職
場
の
人
た
ち
で
す
。

　
私
が
今
勤
め
て
い
る
農

山
村
体
験
デ
ザ
イ
ン
室

は
皆
さ
ま
ご
承
知
の
と
お

り
、
仙
北
市
の
農
家
体
験

や
田
舎
体
験
を
中
心
と
し

た
「
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
」
の
総
合
窓
口
と
し
て

県
内
外
、
さ
ら
に
国
外
か

ら
も
た
く
さ
ん
の
生
徒
を

受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
自

然
の
恵
み
を
五
感
い
っ
ぱ

い
に
体
感
し
、
田
舎
の
お

父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
生
き

た
知
恵
に
教
わ
り
、
生
徒

た
ち
自
身
が
自
由
に
考

え
学
ぶ
環
境
が
あ
る
。
と

て
も
素
敵
な
学
び
舎
で
は

仙北市地域おこし協力隊コラム

東 風 平 蒔 人

沖縄から秋田に

大学生時代に秋田市雄和の安養寺地区でスタートしたシェアハウス。窓に座って
いるのが東風平さん。

石黒家の石黒直伸さん（中央）に角館を案内してもらう東
風平さん（左）と国際交流員の黄敏（ファンミン）さん（右）。

あ
り
ま
せ
ん
か
！
即
断
で
募
集
の
あ
っ

た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
へ
の
応
募
を
決

め
、
幸
い
な
こ
と
に
、
こ
う
し
て
私
が

関
わ
り
た
か
っ
た
分
野
の
仕
事
に
携
わ

ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
仙
北
市
に
来
て
日
が
浅
く
分

か
ら
な
い
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、

日
々
勉
強
に
励
み
、
仙
北
市
の
魅
力
を

様
々
な
方
々
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
12
月
6
日
、
角
館
こ
ど
も
園
の
４・
５
歳
児
が
１
日
パ
テ
ィ
シ
エ
と
な

り
、
ク
レ
ー
プ
作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
市
内
13
社
の
お
菓
子
屋
さ
ん
か
ら
な
る
角
館
菓
子
工
業
組
合

（
佐
々
木
正
昭
組
合
長
）
が
20
年
以
上
に
わ
た
り
続
け
て
い
る
慰
問
活
動

の
一
つ
で
す
。

　
組
合
の
皆
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
の
も
と
園
児
た
ち
は
、
生
ク
リ
ー
ム
、
い

ち
ご
ジ
ャ
ム
を
絞
り
、
最
後
に
カ
ス
テ
ラ
を
の
せ
て
、
ク
レ
ー
プ
生
地
で

器
用
に
包
ん
で
い
ま
し
た
。完
成
後
は
み
ん
な
で
試
食
会
。「
お
い
し
い
！
」

「
４
個
も
作
っ
た
よ
！
」
と
、
楽
し
い
パ
テ
ィ
シ
エ
体
験
に
な
り
ま
し
た
。

　
佐
々
木
組
合
長
は
「
子
ど
も
た
ち
に
、
お
い
し
い
お
菓
子
が
で
き
る
に

は
、
こ
う
や
っ
て
作
っ
て
い
る
ん
だ
よ
と
知
っ
て
も
ら
い
、
お
菓
子
屋
さ

ん
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
、
最
後
に
は
「
忙
し
い
時
に

ア
ル
バ
イ
ト
に
来
て
ほ
し
い
く
ら
い
で
す
」
と
上
手
に
で
き
た
園
児
た
ち

に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

角館菓子工業組合が角館こども園を慰問
クレープ作りにニッコリ

真剣な面持ちでクレープ作りに挑戦する園児たち。

～輝くとき栄光
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